
【要請書の流れ（従来）】 【要請書の流れ（令和５年1月1日～）】

成年後見調整会議（福祉総務課が事務局）
福祉総務課・高齢福祉課・障がい福祉課・生活福祉課・センターが参加

要請書を基に、市長申立の可否を決定

成年後見調整会議（福祉総務課が事務局）
（福祉総務課・高齢福祉課・障がい福祉課・生活福祉課・センター）

要請書と意見書を基に、市長申立の可否を決定

65歳以上（高齢福祉課）
老人福祉法

65歳未満（障がい福祉課）
知的障害者福祉法
精神保健福祉法

高齢福祉課・障がい福祉課
（要請書と意見書を受理））

御本人面会（センター・担当課）

成年後見利用支援センター
（平塚市社会福祉協議会）

要請者
（福祉事務所以外：要綱第3条第1項）

ケース検討調整会議（センターが事務局）
センター長・専門職団体・当事者等団体・担当課が参加

支援方針や成年後見制度等の活用・候補者調整などを検討

成年後見利用支援センター
（平塚市社会福祉協議会）

生活福祉課

1 ⃣

④④

要請書

③

要請書とケース検討調整会議の結果（意見書）を提出

ケース検討調整会議の結果を意見書で送付

要請書で相談 ②
①

助言

要請書提出

要請書を作成して相談・依頼 （要綱第3条第2項）

2 ⃣ 2 ⃣
❶ ❶

要請者（要綱第3条第1項）

福祉事務所以外 生活福祉課 高齢福祉課 障がい福祉課

要請者 生活福祉課

虐待等

緊急ケース


